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今月の表紙　赤く彩る
　　　　　　　　　　　生石高原　山焼き



パチパチと音を立てて燃え広がる
炎。ススキの名所である生石高原で
は、美しいススキの草原を再生・保
全することを目的に、毎年山焼きを
行います。今年の開催日は３月 11
日（日）。当日は天候にも恵まれ、燃
え広がる炎を写真に収めようと、カ
メラやスマートフォンを手にする人
の姿が目立ちました。

ま ち の わ だ い
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しみず温泉 さくらまつり

桜のピークこそ過ぎていたものの、花びらが舞う４月８日（日）。しみず温泉あさぎりの中庭で、さくらまつりを行いました。
しみず温泉阿

あ

氐
て

河
がわ

太鼓の演奏から始まり、南美枝子さんの歌謡ショーや清水民踊教室の皆さまの発表など、盛りだくさん
のスケジュールでした。そんな中、一番の盛り上がりを見せたのは本場徳島から招いた「阿波おどり」の演舞。踊り手の皆
さまと一緒に、地元の皆さんも混ざって楽しんでいるようでした。

この度、有田川町少年センターに和歌山県防犯協議会連
合会から、JA 共済連和歌山の支援をいただいた「青色回転
灯防犯パトロール車」を配備しました。このクルマは、防犯
パトロールや子ども見守りの重要な役割を担う自動車です。

少年センターでは、２台のパトロール車で町内を巡回、青
少年の健全育成のため、地域ぐるみでの防犯活動を行って
います。

有田川町少年センターに
「青色回転灯

防犯パトロール車」が配備！

夜間、人通りが少なくなる明王寺地内のぽっぽ道に防犯カ
メラを設置しました。この設置のために、有田南ロータリー
クラブ様から、ご寄付賜りました。

今後も地域の防犯力を高め、より安心で安全なまちづくり
を目指していきます。

より安心安全なまちに
防犯カメラを設置

ま ち の わ だ い
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絵本作家ユニット tupera tupera 亀山達矢氏が図柄のデザインを担当し、デザイナー
の竹藤智弥氏（DICTOM DESIGN）が文字を入れてロゴマークに仕上げました。

シンボルマーク部分では、有田川町の特産品の一つであるみかんと、「絵本のまち」らし
く本を使って有田川町を表現。今後、このロゴマークを使用して、グッズ開発や PR 活動な
どに取り組んでいきます。

絵本作家ユニット「tupera tupera」
亀山達矢と中川敦子によるユニット。絵本制作をはじめ、工作やワークショップ、舞台

美術、雑貨など、さまざまな分野で幅広く活躍しています。
絵本「しろくまのパンツ」（ブロンズ新社）で第 18 回日本絵本読者賞を、「パンダ銭湯」

（絵本館）で第 3 回街の本屋が選んだ絵本大賞グランプリを受賞。有田川町では、ちいさ
な駅美術館での原画展やワークショップを開催し、反響を呼びました。

「絵本のまち有田川」のロゴマークができました！

公益社団法人日本広報協会が実施する
「平成30年全国広報コンクール」において、
広報ありだがわ（平成 29 年 4 月号 16 ～
17 ページ）が広報写真　組み写真部で入選
３席（４位）に入りました。

広報コンクールとは、地方自治体の広報活
動の向上を図る目的で、日本広報協会と各都道
府県などの広報協会がそれぞれ行うものです。

該当の記事は、城山西小学校の休校を伝
えるものでした。審査では、「地域ととも
に歩んできた小学校が少子化により休校に
なる。右下に思い切りよく子ども歌舞伎の
写真を切り抜きで使ったことで、小学校の
サブカルチャーとして受け継がれたことが
分かる紙面になっている。休校式では、少
ない児童の合唱や、卒業生であろうか、別
れを惜しむ表情から休校の寂しさが伝わっ
てくる」と講評をいただきました。

全国広報コンクールにおいて、有田川町
が入選するのは 7 年ぶり。組み写真部に
関しては初の入選となります。

平成 30 年全国広報コンクール（組み写真部）で

入選３席に

４月 18 日（水）、大規模災害発生時における、道路寸断など
による初動対応の停滞を打開し、迅速な救援を行うため、有田
川町救援隊と「災害時における支援協力に関する協定書」を締
結しました。

被災後の救援物資などの輸送や被災者の搬送、被災状況の情
報収集などの協力を目的とし、被災者支援および災害応急活動
を迅速かつ円滑に実施できることを期待しています。

災害時における支援協力に関する協定書を締結しました

ま ち の わ だ い
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平成 29 年度

和歌山県
消防功労者
定例表彰者
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県知事永年勤続功労章 有田川町消防団 分団長 東尾 忠
有田川町消防団 分団長 道上 順司
有田川町消防団 分団長 大浦 伸吾
有田川町消防団 分団長 二澤 伸好
有田川町消防本部 消防司令 和田 章
有田川町消防本部 消防司令 岩井 伸幸

県消防協会 竿頭綬 有田川町消防団 金屋支団第７分団
 功績章 有田川町消防団 分団長 瀬谷 秀男

有田川町消防団 分団長 内之八重 強
有田川町消防団 分団長 後 一郎
有田川町消防本部 消防司令補 奥林 良平

 勤続章 有田川町消防団 副団長 楠木 一明
有田川町消防団 団員 中井 清健
有田川町消防団 団員 道上 茂廣
有田川町消防団 団員 下林 俊輔

消防庁長官永年勤続功労章 有田川町消防本部 消防司令 谷口 佳久
有田川町消防本部 消防司令 高垣 忠

日本消防協会 功績章 有田川町消防団 分団長 生駒 雅昭
 精績章 有田川町消防団 副団長 藤田 治弘

有田川町消防団 副団長 東 邦一
有田川町消防団 分団長 中 敏行

 勤続章 有田川町消防団 班長 亀井 良平
有田川町消防団 団員 野田 義文
有田川町消防団 班長 宮本 晴文

日本消防協会 勤続章 有田川町消防団 分団長 道上 順司
有田川町消防団 団員 川口 克仁
有田川町消防団 副団長 岩本 孝良
有田川町消防団 団員 平 兵樹
有田川町消防団 団員 東本 久貴
有田川町消防団 団員 津本 政幸
有田川町消防団 団員 杉本 暁識
有田川町消防団 団員 岩本 良和
有田川町消防団 団員 石井 堅司
有田川町消防団 副分団長 道上 文良
有田川町消防団 団員 大城 勝
有田川町消防団 団員 南 俊彦
有田川町消防団 団員 堀内 宏行
有田川町消防団 副分団長 廣瀬 正明
有田川町消防団 団員 吉田 好伸
有田川町消防本部 消防司令 近西 優彰
有田川町消防本部 消防司令 和田 章
有田川町消防本部 消防司令 岩井 伸幸
有田川町消防本部 消防司令 宮本 康之
有田川町消防本部 消防司令補 井本 勝美
有田川町消防本部 消防司令補 岡本 克也
有田川町消防本部 消防司令補 大前 広芳
有田川町消防本部 消防司令補 森下 周司



8広報ありだがわ　2018.5広報ありだがわ　2018.5

各種納期限のお知らせ

口座振替の手続きは、取り扱い金融機関（紀陽
銀行・ありだ農協・きのくに信用金庫・近畿労働
金庫・ゆうちょ銀行）で行ってください。一度登
録されると、変更のない限り登録いただいた口座
から振り替えを行いますので、年度が変わっても
再度申請する必要はありません。

特に後期高齢者医療保険料・介
護保険料については、今まで年金
から天引きされていた人でも、保
険料に変更のあった場合などは、
天引きされない期間が発生します。
納め忘れのない、便利な口座振替
の登録にご協力ください。

問吉備庁舎税務課（町税）
　吉備庁舎住民課（後期高齢者医療保険料）
　金屋庁舎長寿支援課（介護保険料）

軽自動車税
全　期 平成 30 年 5 月 31 日

納税通知書および納付書は
5 月 10 日ごろ発送予定です。

口座振替の場合は、納税通
知書のみ送付します。

固定資産税
第 1 期 平成 30 年 5 月 31 日

第 2 期 10 月 1 日

第 3 期 11 月 30 日

第 4 期 平成 31 年 1 月 31 日

納税通知書および納付書は
5 月 17 日ごろ発送予定です。

口座振替の場合は、納税通
知書のみ送付します。
※前納報奨金付きの納付書はコン

ビニではお取り扱いできません
のでご注意ください。

町県民税（普通徴収）
第 1 期 平成 30 年 7 月 2 日

第 2 期 10 月 1 日

第 3 期 11 月 30 日

第 4 期 平成 31 年 1 月 31 日

納税通知書および納付書は
6 月 8 日ごろ発送予定です。

口座振替の場合は、納税通
知書のみ送付します。

国民健康保険税
第 1 期 平成 30 年 7 月 31 日

第 2 期 8 月 31 日

第 3 期 10 月 1 日

第 4 期 10 月 31 日

第 5 期 11 月 30 日

第 6 期 平成 31 年 1 月 4 日

第 7 期 1 月 31 日

第 8 期 2 月 28 日

納税通知書および納付書は
7 月 13 日ごろ発送予定です。

口座振替・年金天引きの場合
は、納税通知書のみ送付します。
※国民健康保険税の加入者数に変

更があったり、国民健康保険に
加入・脱退したりする場合は、必
ず手続きが必要になります。手
続きをしない場合、国民健康保
険税がかかり続けることになり
ますのでご注意ください。

※国民健康保険税は、世帯主に課
税されます。

介護保険料
第 1 期 平成 30 年 7 月 31 日

第 2 期 8 月 31 日

第 3 期 10 月 1 日

第 4 期 10 月 31 日

第 5 期 11 月 30 日

第 6 期 平成 31 年 1 月 4 日

第 7 期 1 月 31 日

第 8 期 2 月 28 日

保険料納入通知書および納
付書は７月中旬発送予定です。

口座振替や年金から天引き
の場合は、納入通知書のみ送
付します。

後期高齢者医療保険料(普通徴収)
第 1 期 平成 30 年 7 月 31 日

第 2 期 8 月 31 日

第 3 期 10 月 1 日

第 4 期 10 月 31 日

第 5 期 11 月 30 日

第 6 期 平成 31 年 1 月 4 日

第 7 期 1 月 31 日

第 8 期 2 月 28 日

第 9 期 4 月 1 日

保険料納入通知書および納
付書は７月中旬発送予定です。

口座振替や年金から天引き
の場合は、納入通知書のみ送
付します。

平成 30 年度の各種町税の納期限は上記のとおりです。納期限を過ぎると、そ
の日数に応じて延滞金が加算されます。お忘れのないように納付してください。

ご注意ください
●複数納期限のある税金については、全期分および期別分の納付書をまとめて

送付します。期別で納付する場合は、各自で納付書の保管を行ってください。
●30 万円以上の納付書は、コンビニでの取り扱いができませんのでご了承く

ださい。

口座振替が便利です！
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県
が
財
政
運
営
の
主
体
に

広
報
あ
り
だ
が
わ
12
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
都

道
府
県
が
市
町
村
と
と
も
に
国
民
健
康
保

険
の
運
営
を
担
い
、
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
な
ど
、
制
度
の

安
定
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
市
町
村
で
納
め
て
い

た
だ
い
た
保
険
税
を
財
源
と
し
て
、
県
に

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を
支
払

い
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
払
い
に
必
要

な
費
用
は
県
か
ら
交
付
を
受
け
る
仕
組
み

と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

が
可
能
と
な
る
よ
う
法
改
正
が
な
さ
れ
、

国
な
ど
の
財
政
支
援
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

国
な
ど
の
追
加
公
費
の
効
果
に
よ
り
、
県

全
体
の
保
険
税
（
料
）
が
抑
制
さ
れ
、
有
田

川
町
に
提
示
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
を
ま
か
な
う
た
め
に
必
要
な
保
険

税
額
は
、
現
行
の
保
険
税
率
を
引
き
下
げ
て

も
確
保
で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
を
行
っ
た
平
成
30
年
度
の
税
率

は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
各
費
用
に
充
て

る
目
的
に
よ
り
、
医
療
分
・
支
援
金
分
・

介
護
分
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
提
示
さ
れ
た
納
付
金
に
対
し
て

不
足
と
な
る
支
援
金
分
・
介
護
分
の
税
率

を
引
き
上
げ
、
医
療
分
で
税
率
を
引
き
下

げ
る
こ
と
で
、
全
体
で
保
険
税
を
引
き
下

げ
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
将
来
に
渡
っ
て
維
持
し
、
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ご
加
入
の
皆

さ
ま
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

平
成
30
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

区　　分 内訳区分 平成 29 年度まで 平成 30 年度 前年度比

医療給付費分
（加入者全員に課税）

所得割率 7.30% 7.05% 0.25% 減

資産割率 35.00% 30.00% 5.00% 減

均等割額 25,500 円 22,800 円 2,700 円減

平等割額 28,800 円 26,700 円 2,100 円減

後期高齢者
支援金等分

（加入者全員に課税）

所得割率 2.00% 2.00% 据え置き 

資産割率 10.00% 10.00% 据え置き 

均等割額 6,900 円 7,800 円 900 円増

平等割額 7,800 円 8,100 円 300 円増

介護納付金分 
（介護２号被保険者

：40 歳から 64 歳の方
に課税）

所得割率 1.70% 1.80% 0.10% 増

資産割率 6.00% 6.80% 0.80% 増

均等割額 7,800 円 8,900 円 1,100 円増

平等割額 4,800 円 6,000 円 1,200 円増

合　　計

所得割率 11.00% 10.85% 0.15% 減

資産割率 51.00% 46.80% 4.20% 減

均等割額 40,200 円 39,500 円 700 円減

平等割額 41,400 円 40,800 円 600 円減

保
険
税
の
見
直
し

モデル世帯保険税額（例）

③  ②の夫婦 2 人　
　  と子ども 2 人
・夫婦は介護分該当
・所得 200 万円
　（給与収入 310 万円程度）

・固定資産税 8 万円

現 行
年額 37 万 3,700 円

⬇
改 正
年額 36 万 3,300 円

②  40 ～ 64 歳の
　  夫婦 2 人
・介護分該当
・所得 150 万円
   （給与収入250万円程度）
・固定資産税 8 万円

現 行
年額 29 万 8,900 円

⬇
改 正
年額 29 万 1,700 円

①  65 ～ 74 歳の
　  単身者
・介護分該当なし
・所得 33 万円
   （年金収入150万円程度）
・固定資産税 5 万円

現 行
年額 4 万 3,100 円

⬇
改 正
年額 3 万 9,500 円

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成30年3月）

加入者数 8,244 人

支払額 3 億 2,848 万円

一人当たりの医療費 3 万 9,844 円
（前年同月　3 万 9,586 円）

28 年度一人当たりの医療費（月） 4 万 2,554 円

28 年度一人当たりの医療費（年） 51 万 649 円

医療費が増え
ると、自己負担額
や国民健康保険
税の増加につな
がります。
一人一人が生

活習慣を見直し、
日頃から健康管理
に努めましょう。
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健康みちしるべ

５
月
31
日
は
禁
煙
デ
ー

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

平
成
28
年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
現
在
習
慣
的
に
喫
煙
し

て
い
る
人
の
割
合
は
、
男
性
30
．２
％
、

女
性
８
．２
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
10

年
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
習
慣
的

に
喫
煙
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
や
め
た
い

と
思
う
人
の
割
合
は
27
．７
％
で
し
た
。

喫
煙
は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
促
進
さ
せ

る
ほ
か
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
て
動
脈
硬
化

を
進
め
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
要
因
と

な
り
、
重
症
化
を
促
進
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
あ
な
た
自
身
や
周
囲
の

大
切
な
人
の
た
め
に
も
禁
煙
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

を
処
分
す
る
」
な
ど
、
禁
煙
の
た
め
の
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
い
ざ
実
行

吸
い
た
く
な
っ
た
ら
「
水
や
お
茶
な
ど

を
飲
む
」「
10
分
間
我
慢
す
る
」「
歯
を
磨

く
」「
深
呼
吸
を
す
る
」「
軽
く
運
動
を
す

る
」
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
〝
吸
い
た
く

な
る
気
持
ち
を
紛
ら
わ
せ
る
〟
方
法
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
。

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
な

ど
の
禁
煙
補
助
剤
を
利
用
し
た
り
、
禁
煙

外
来
を
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
有
効
で

す
。
友
人
や
同
僚
と
一
緒
に
禁
煙
を
始
め

る
の
も
一
つ
の
手
。

③
こ
う
し
て
継
続

今
日
ま
で
の
努
力
に
自
信
を
持
ち
、
自

分
を
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
！

受
動
喫
煙

受
動
喫
煙
と
は
、
他
人
の
吸
う
た
ば
こ

か
ら
出
る
煙
を
吸
う
こ
と
で
す
。

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
喫
煙
者
が
体
内
に

吸
い
込
む
煙
よ
り
有
害
物
質
が
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
受
動
喫
煙
は
生
活
習
慣
病
や

多
く
の
病
気
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
妊
婦
や
子
ど
も
は
受
動
喫
煙
し

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト

・
体
力
が
戻
る
。

・
朝
す
っ
き
り
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

・
肌
が
き
れ
い
に
な
り
、顔
色
が
良
く
な
る
。

・
た
ば
こ
代
が
節
約
で
き
る
。

・
が
ん
や
心
臓
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
減
る
。

禁
煙
の
コ
ツ

①
ま
ず
は
準
備

「
禁
煙
開
始
日
を
決
め
る
」「
周
囲
に
宣

言
す
る
」「
た
ば
こ
・
ラ
イ
タ
ー
・
灰
皿

「ちょっと困っていて、相談相手が
欲しいなあ」「親子の遊び場やお友だ
ちが欲しいな」。

そんな時はいつでもお気軽にご利用くだ
さいね。電話での相談もお受けしています。

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約）   9:30～ 11:30
13:30～ 16:30

子育て相談・ほっとルーム
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00～ 11:00

13:30～ 16:30

あそびのひろば
◆第１・３金曜日…０～１歳半  10:00～11:30（9:30受付開始）◆第２・４金曜日…１歳半～就学前  14:00～15:00（13:30受付開始）◆第５金曜日…お休み 

「たまてばこ」さんの
絵本の読み聞かせ

奇数月の第1金曜日（午前中）…0～1歳半
偶数月の第2金曜日（午前中）…1歳半～就学前

にこにこひろば
◆第４水曜日（5月23日）　10:00～11:00
　※9:30受け付け開始　　※受け付け後、10:00まで自由あそび
◆場所…金屋文化保健センター
◆内容…お散歩（保育所の園庭で遊ぼう！）

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎090−7966−1697・52−5474［FAX兼用］

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス

お気に入りの絵本を
見つけましょう！

■毎日吸っている

■時々吸う日がある

■以前は吸っていたが、
　 １カ月以上吸っていない

■吸わない

喫煙の状況
（男性）

28.3%

14.1%

55.7%

■毎日吸っている

■時々吸う日がある

■以前は吸っていたが、
　 １カ月以上吸っていない

■吸わない

喫煙の状況
（女性） 7.4%

0.8%
3.5%

88.3%

平成 28 年度国民健康・栄養調査の結果

1.9%
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

5 月 11日（金）
8:00～8:30	 粟生小学校体育館
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
9:30～10:00	 五郷生活改善センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
5 月 13日（日）
8:00～9:00	 金屋文化保健センター
	 ※定員に達したため受け付け終了

5 月 14日（月）
8:00～8:30	 楠本区民センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
9:30～10:00	 境川コミュニティセンター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
5 月 20日（日）
8:00～9:00	 清水保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

5 月 27日（日）
8:00～9:00	 きび保健福祉センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
６月  ５日（火）
8:00～8:30	 大谷公民館
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
9:30～10:00	 水尻公民館
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

5 月 2日（水）金屋文化保健センター
6 月 6日（水）金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

5 月 7日（月）清水保健センター
5 月 10日（木）金屋文化保健センター
5 月 17日（木）金屋文化保健センター
5 月 24日（木）金屋文化保健センター
6 月 4日（月）清水保健センター
6 月 7日（木）金屋文化保健センター
※ 5月 3日（木）は祝日のためお休み

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診  ［平成 30年 1月生まれ］
　5月 22日（火）  13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診  ［平成 29年 6月生まれ］
　5月 1日（火）  12:30 ～ 12:45
1 歳 6カ月児健診 ［平成 28年 9月生まれ］
　5月 16日（水）  12:45 ～ 13:00
2 歳児健診  ［平成 28年 2月生まれ］
　5月 23日（水）  12:45 ～ 13:00
3 歳 6カ月児健診 ［平成 26年 10月生まれ］
　5月 9日（水）  12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

5 月 7日（月）・6月 4日（月）
■場所／清水保健センター

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間
9:00～11:00

実施時間
9:00～11:00

集団検診は
事前に申し込みが必要です！
お申し込みは金屋庁舎健康推進課ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・医療保険の種類によっ
て受診できる内容が異なります。
平成 30 年度の検診日程は、先月号
の広報ありだがわをご覧ください。

健診を受けたあとは、
結果を踏まえて生活習慣を
見直しましょう。
健康相談では、保健師や栄養士が健
康・食事などの相談にのります！ 広報ありだがわ平成 30 年 4 月号（148 号）についてお詫びと訂正

13 頁において、「平成 29 年度　集団検診日程」としましたが、正しくは「平
成 30 年度　集団検診日程」です。ここに訂正してお詫び申し上げます。

「子どもとの接し方が分からない」「これって DV ？」
「社会に出るのがこわい」…。こんなこと「『だれに』『ど
こに』相談すればいいのか分からない」

そんな時、まず当センターに相談してください。
あなたの悩み・困りごとに寄り添いながら、センター

の相談員がゆっくりお話を伺います。
その上で、これからの方向性を一緒に
考えましょう。

相談は電話・センター窓口で受け付
けます。

有田川町
家庭支援総合センター

金屋庁舎健康推進課内

☎ 32 - 9762（直通・秘密厳守）
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高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、金屋と清水

の 2 カ所で、介護予防などの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎３２‐５１０２
　　（清水行政局）　☎２５‐１２６９

この事業は、在宅の要援護高齢
者などに対し、電動アシスト機能
付き 3輪自転車を購入するための
必要な経費を補助することで、高
齢者が自立心を持って生活を送れ
るようにするためのものです。

●利用対象者／次の項目のいずれかに該当する人
①有田川町に住所を有する満65歳以上の人で、介護予防・
日常生活支援総合事業対象者および要支援（介護）認定者
②有田川町に住所を有する満 65歳以上の人で、運転免許
証を自主返納した人

●補助金額など
自転車の購入経費および自転車の保険などに加入するた
めに必要な経費が対象となり、対象経費（上限 15万円）
の４分の３（1,000 円未満切り捨て）を補助します。
※補助の上限は15万円×４分の３＝11万2,000円です。
※補助を受けることができるのは、1人につき1回限りです。

3月7日（水）、有田川町奥にある特別養護老人ホーム万笑（まんしょう）で交流会が開催されました。有田川町からは「奥区」「吉
見区」「市場区」「長谷川区」「しゅり（修理川・松原）」の18人に、紀美野町から6グループ15人と職員4人に参加いただきました。
一緒にいきいき百歳体操をしてから、グループに分かれて座談会形式に。お互いの情報交換や日頃の楽しみなどを話し合い、
終始にぎやかな様子でした。

「電動アシスト機能付き自転車」で快適！

購入経費を補助します
●申請
自転車購入前に金屋庁舎長寿支援課まで申請してください。
その際、ご用意いただくものは

・補助申請書
・販売業者からの見積書と購入予定品のカタログ
・運転経歴証明書（対象者②に該当する人）

●その他注意事項
・購入補助を受けた人は、介護保険での電動カートのレン
タルと併せて利用することはできません。ただし、疾
病などにより著しく身体の状態が変化した場合を除き
ます。

・補助を受けて購入した自転車を目的に反して使用した
り、譲渡したり、交換したり、貸し付けたり、担保に供
した場合は、補助金を返還しなければならなくなります。

・購入から 3年以内に、やむをえず自転車を処分する場合
は、町への届け出が必要となります。また、処分する際
に収入がある場合は、その全額または一部を町に納付し
ていただきます。

・新規事業につき、利用状況などのアンケートにご協力い
ただきます。

紀美野町との交流会を開催しました！
百歳体操ニュースいき

いき
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
一
般
的
に
電

池
で
動
い
て
い
ま
す
。
火
災
を
感
知
す
る

た
め
に
常
に
作
動
し
て
い
る
た
め
、
電
池

の
寿
命
の
目
安
は
約
10
年
で
す
。
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど

で
火
災
を
感
知
し
な
く
な
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報

器
が
適
切
に
機
能
す

る
た
め
に
は
維
持
管

理
が
重
要
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
が

適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、
定
期
的
に
作
動

確
認
を
行
い
、
不
具

合
が
あ
れ
ば
本
体
ご

と
交
換
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
6
件

救　
　

急
…
…
…
…
3
4
4
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
5
件

（
平
成
30
年
3
月
31
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　　

取り付けていますか？
住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

救
命
講
習
会

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

電
池
の
交
換
が
必
要
で
す
！

「
心
肺
停
止
」。
そ
れ
は
い
つ
、ど
こ
で
、

誰
が
、
ど
ん
な
原
因
で
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
救
命
の
可
能
性
は

急
激
に
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
よ
る
応
急
手
当

を
す
れ
ば
、
救
命
の
可
能
性
は
何
も
し
な

い
よ
り
も
、
約
２
倍
高
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て

学
ぶ
講
習
会
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
が
必
要

※
受
講
料
無
料

３
月
27
日（
火
）、
和
歌
山
県
立
医
科
大

学
附
属
病
院
救
急
検
証
医
の
島
幸
宏
医
師

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
消
防
本
部
に
招

き
、
救
急
救
命
処
置
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
島
医
師
か
ら
は
救
急
医
と
し
て
の
視

点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
本
部
で
は
各
消
防
署
の
救
急
隊
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
様
々
な
訓
練
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

ド
ク
タ
ー
を
招
い
て

救
急
訓
練
を
実
施

防
災
に
関
す
る
豆
知
識
の
コ
ー
ナ
ー

防
災
知
識
の

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
提
供
す
る
災
害
伝
言
サ
ー

ビ
ス
に
は
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」
と
「
災
害
用
伝
言
板
Ｗ
Ｅ
Ｂ

１
７
１
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
被
災

者
の
電
話
番
号
を
キ
ー
に
し
て
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
録
音
、
再
生
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
文
字
入
力
し
て
、
伝
言
板
感
覚
で
使

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
と
伝
言
板
は
、
お
互
い
に

連
携
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
月
１
日
と
15
日
に
は
体
験
利
用
が

で
き
ま
す
。
万
一
の
災
害
に
備
え
、
一

度
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

災害用伝言ダイヤル171
●伝言の録音

171+1+ 自分の家の
電話番号など

●伝言の再生

171+2+ 自分の家の
電話番号など

このほか、災害用ブロードバンド伝言板や携
帯電話各社の災害用伝言板もあります。

「あの人いない」で
おぼえよう 171
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

☎
５
２‐
２
1
1
1

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

不
要
に
な
っ
た
家
庭
用
電
化
製
品
や
自

転
車
な
ど
の
粗
大
ご
み
収
集
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
集
め
る
場
所
に
つ
い
て

は
、
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
日
時
や
場
所
を
守
り
、
区

役
員
さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
吉
備
地
域

◦
御
霊
地
区
／
５
月
14
日（
月
）

◦
田
殿
地
区
／
５
月
16
日（
水
）

◦
藤
並
地
区
／
５
月
18
日（
金
）

●
金
屋
地
域

◦
石
垣
・
生
石
地
区
／
５
月
28
日（
月
）

◦
五
西
月
地
区
／
５
月
30
日（
水
）

◦
鳥
屋
城
・
岩
倉
地
区
／
６
月
１
日（
金
）

※
時
間
は
朝
７
時
～
９
時
（
全
地
区
）

※
清
水
地
域
は
10
月
ご
ろ
実
施
予
定

出
し
て
よ
い
も
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
楽
器

類
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
健
康
器
具
・
自

転
車
・
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
・
ベ
ッ
ド
・

ガ
ス
コ
ン
ロ
・
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・

電
気
こ
た
つ
・
音
響
機
器
・
照
明
器
具
・

幼
児
用
大
型
玩
具
・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

４
品
目
以
外
の
家
電
製
品
な
ど

※
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
で
、

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。

※
電
池
や
燃
料
な
ど
は
、
全
て
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

※
町
指
定
袋
へ
入
る
も
の
は
分
別
し
て
集

積
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
30
㎝
×
15
㎝
×
40
㎝
以
下
の
小
型
家
電

は
各
庁
舎
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
「
小

型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

×
大
き
す
ぎ
る
も
の

一
辺
２
m
を
超
え
る
も
の
。
縦
＋
横
＋

高
さ
の
合
計
が
３
m
を
超
え
る
も
の
。

×
営
業
用
・
事
業
用
の
物
品

農
林
業
関
連
資
材（
ホ
ー
ス
・
タ
ン
ク
・

噴
霧
器
な
ど
）・
パ
レ
ッ
ト
な
ど
。

×
自
動
車・自
動
二
輪
車
お
よ
び
そ
の
部
品

タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・

ス
ポ
イ
ラ
ー
な
ど
。

×
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
指
定
４
品
目

テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・
プ
ラ

ズ
マ
式
）・
冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
を
含
む
）・

洗
濯
機
（
衣
類
乾
燥
機
を
含
む
）・
エ

ア
コ
ン（
室
外
機
を
含
む
）。

×
P
C
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
付
き
パ
ソ

コ
ン

×
危
険
な
も
の
・
専
門
業
者
以
外
で
処
理

で
き
な
い
も
の

消
火
器
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
草
刈
機
・
エ

ン
ジ
ン
類
・
ワ
イ
ヤ
ー
・
が
れ
き
類
・

塩
ビ
管
・
針
金
・
ネ
ッ
ト
・
網
・
石
こ

う
ボ
ー
ド
・
建
築
廃
材
・
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
。

ご
み
減
量
の
一
環
と
し
て
、
町
内
保
育

所
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
不
要
に
な
っ
た

子
ど
も
服
を
提
供
い
た
だ
き
、
子
ど
も
服

を
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）や
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
、
有
田
川
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
、

子
ど
も
服
リ
ユ
ー
ス
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
売
り
上
げ
と
日
頃
の
皆

さ
ま
の
ご
み
減
量
活
動
で
得
た
資
金
を
活

用
し
、
保
育
所
で
使
用
す
る
絵
本
を
購
入

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

粗
大
ご
み
の
特
別
収
集

保
育
所
で
使
用
す
る
絵
本
を

購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の

●吉備庁舎
●金屋庁舎
●清水行政局
●地域交流センター（ALEC）
●金屋文化保健センター

小型家電回収ボックス
設置場所

小さい家電はこちらへ！
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白
馬
中
学
校
の
歴
史

昭
和
52
年

清
水
町
立
白
馬
中
学
校
と
し
て
発
足
す
る（
４
月
９
日
）。

昭
和
62
年

第
一
回
文
化
祭
を
開
催
す
る
。

平
成
元
年

和
歌
山
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

が
優
勝
し
、
近
畿
大
会
に
出
場
、
ベ
ス
ト
８
と
な
る
。

平
成
４
年

全
国
保
健
体
育
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

平
成
12
年

体
育
館
を
大
改
修
し
、
校
舎
と
の
渡
り
廊
下
を
設
置

す
る
。

平
成
17
年

和
歌
山
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
剣
道
部
男
子
個

人
が
準
優
勝
し
、
近
畿
大
会・全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

平
成
18
年

旧
清
水
町
・
金
屋
町
・
吉
備
町
が
合
併
し
、
有
田
川

町
が
発
足
す
る
。
有
田
川
町
立
白
馬
中
学
校
と
な
る
。

平
成
19
年

校
舎
本
館
を
大
規
模
補
修
す
る
。

平
成
22
年

校
舎
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。

平
成
27
年

校
区
内
の
粟
生
小
学
校
が
休
校
と
な
り
、
鳥
屋
城
小

学
校
に
統
合
。

平
成
28
年

白
馬
中
学
校
の
存
続
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
結
果
、
在

校
生
の
白
馬
中
学
校
卒
業
と
新
入
生
の
八
幡
中
学
校

進
学
が
決
定
す
る
。

平
成
30
年

休
校
式
を
挙
行
す
る
（
３
月
25
日
）。

白
馬
中
学
校
が
休
校
と
な
り
、
八
幡
中
学
校
に
統
合

さ
れ
る
。

こ ど も 教 育

41
年
の歴史

に
感
謝
を

昭
和
52
年
、
旧
岩
倉
中
学
校
粟

生
地
区
・
五
郷
中
学
校
・
城
山
中

学
校
・
八
幡
中
学
校
楠
本
分
校
が

統
合
し
、
創
立
し
た
白
馬
中
学

校
。
41
年
間
で
９
８
３
人
の
生
徒

が
卒
業
し
た
本
校
は
、
平
成
30
年

３
月
末
を
も
っ
て
休
校
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

３
月
25
日（
日
）、
地
域
の
皆
さ

ま
や
卒
業
生
に
惜
し
ま
れ
な
が

ら
、休
校
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
３
人
の

生
徒
は
、
春
か
ら
高
校
生
。
新
た

な
環
境
で
も
、
白
馬
中
学
校
が
目

指
す
生
徒
像
で
あ
る
「
活
発
に
活

動
す
る
生
徒
、進
ん
で
学
ぶ
生
徒
、

思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
」
の
精
神

を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
し
ょ
う
。



16広報ありだがわ　2018.5広報ありだがわ　2018.5

ちいさな駅美術館～Ponte del Sogno ～

うつみのりこ原画展
5/2（水）～5/31（木）

※最終日は 15 時で終了　
「うつみのりこさんと
　一緒にモビールを作ろう♪」
日時／ 5月 26日（土）13:30～
場所／ちいさな駅美術館
定員／親子15組（先着順）
対象／3歳児以上のお子さまと保護者
申込受付場所／ちいさな駅美術館
申込受付期間／5月2日（水）～
　※定員に達し次第受け付け終了

5 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／5月12日（土）10:30～（約30分間）
　場所／金屋図書館
　申し込み／不要　　参加費／無料
②日時／ 5月 12日（土）13:30～（約30分間）
　場所／ちいさな駅美術館
　申し込み／不要　　参加費／無料

■ブックラザ
①日時／ 5月 23日（水）10:30～（約1時間）
　場所／ちいさな駅美術館
　内容／牛乳パックでぴょんぴょんがえるを作ろう！
　対象／２歳児～未就園児
　申し込み／不要　　参加費／無料
②日時／ 5月 24日（木）10:00～（約1時間）
　場所／金屋図書館
　内容／牛乳パックでぴょんぴょんがえるを作ろう！
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着20組
　申し込み／不要　　参加費／無料

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 5月 8日（火）10:00～ 11:00
場所／金屋図書館　　プログラム／春のひととき
対象／４カ月児～２歳児
申し込み／不要　　参加費／無料

5 月の移動図書館
5月の移動図書館の運行予定については
地域交流センター（ALEC）までお問い合わせくだ
さい。

新着図書案内
一　般　書

◎小説
完パケ！………………………………… 額賀澪 // 著
樽とタタン  ………………………… 中島京子 // 著
修羅の都  ……………………………… 伊東潤 // 著
スタア誕生  …………………………金井美恵子 // 著
ヒトごろし  ………………………… 京極夏彦 // 著
刑事の怒り  …………………………… 薬丸岳 // 著
花ひいらぎの街角  ………………… 吉永南央 // 著
小説禁止令に賛同する  ……… いとうせいこう // 著
国会議員基礎テスト  ……………… 黒野伸一 // 著
定年オヤジ改造計画………………… 垣谷美雨 // 著
雲上雲下  ……………………………朝井まかて // 著
カーネーション  ……………………… 徳永圭 // 著

◎スポーツ
マラソンランナーへの道
賢く走るための理論と実践　………　鍋倉賢治 // 著
羽生結弦が生まれるまで……………宇都宮直子 // 著
筋肉をつくる食事・栄養パーフェクト辞典
　………………………………………… 岡田隆 // 著

◎料理
料理用あま酒、はじめました。……舘野真知子 // 著
エダモンの今日から子どもおかず名人
　………………………………………枝元なほみ // 著
飛田和緒の朝にらくする春夏秋冬のお弁当
　……………………………………… 飛田和緒 // 著

児　童　書
◎絵本
おおきくなったらきみはなんになる？
　………………… 村上康成 // 絵　藤本ともひこ // 文
ハンカチやさんのチーフさん
　……………… 伊藤夏紀 // 原案・絵　どいかや // 文
もうちょっともうちょっと
　………………… 高畠純 // 絵　きむらゆういち // 文
ワタナベさん  ……………………… 北村直子 // 作
さよならともだち
　……………………  降矢なな // 絵　内田麟太郎 // 作

5月10日（木）は有田川Library 全館、臨時休館です

問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センター（ALEC） ☎ 52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

図書館
だより
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遠くのスポットより、近くの ALEC。

絵本のまち有田川

ゴールデンウィークは
ALEC に行こう

よみきかせ隊養成講座
家 で の 読 み 聞 か せ と ボ ラ ン

ティアとしての読み聞かせの違

いから、読み聞かせボランティア

についての知識の習得、おはなし

会の実践体験までを行います。

養成講座は全４回。中学生以

上ならどなたでも参加いただけ

ます。詳細は地域交流センター

（ALEC）にお問い合わせいただ

くか、チラシをご確認ください。

はたらくクルマ大集合
in ALEC

5月5日
10:00 ～ 16:00

たくさんの“はたらくクルマ”が

ALEC に集結！スポーツカーやショ

ベルカーなど、間近で見ることがで

きる絶好の機会です。乗車体験もあ

りますので、ご家族でお楽しみくだ

さい！

GW 特別企画！
山本孝さんと
こいのぼりをつくろう！

5月4日
10:00 ～ 15:00

ゴールデンウィーク期間中は、ウッドデッキ上にたくさんのミニこいのぼりが出現。絵本作家、山本孝さんと一緒に世界に一つだけのオリジナルこいのぼりを作ろう！（参加費100円）　※材料がなくなり次第終了

GW 恒例！

フリーマーケット

5月3日
10:00 ～ 16:00

50 店舗が出店するフリーマーケッ
ト。アマチュアバンドのライブ演奏
が会場を盛り上げます！

体験
講座
日時／ 5 月 20 日（日）
 9:30 ～　おはなし会、10:00 ～　講演・ワークショップ
場所／地域交流センター（ALEC）
対象／講演　中学生以上・ワークショップ　4 歳前後～
定員／講演 200 人・ワークショップ 80 人（先着順）
参加費／無料
申し込み／ ALEC で受け付け。電話可。

講演「子どもの知性と情緒をはぐくむ絵本」
 講師　阿部恵氏
ワークショップ「子どもはみんなアーティスト」
 講師　宮本えつよし氏
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去
る
２
月
25
日

（
日
）、
金
屋
文
化
保

健
セ
ン
タ
ー
で
映
画

「
ち
ょ
き
」
を
上
映

し
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
全
て

和
歌
山
で
撮
影
さ
れ

た
作
品
で
、
当
日
は

幅
広
い
年
齢
層
の
皆

さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
つ

も
参
加
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ま
、
初
め
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

映
画
の
あ
ら
す
じ

小
さ
な
町
の
美
容
室
の
羽
多
野
直
人

（
通
称
ち
ょ
き
さ
ん
）は
美
容
師
を
、
妻
の

京
子
は
２
階
で
書
道
教
室
を
し
て
い
た
。

７
歳
の
サ
キ
は
、
そ
の
書
道
教
室
に
通
っ

て
い
た
問
題
児
だ
が
、
京
子
は
サ
キ
を
自

分
の
娘
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
た
。
直

人
と
京
子
の
間
に
は
子
供
は
い
な
か
っ
た
。

直
人
は
10
年
後
、
視
力
を
失
っ
た
サ
キ

（
18
歳
）と
再
会
す
る
。
直
人（
40
歳
）は
妻

京
子
を
５
年
前
に
亡
く
し
て
い
た
。
空
白

の
10
年
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。
サ
キ
の
思

い
を
知
り
、
直
人
は
大
き
な
決
意
を
す
る
。

映
画
「
ち
ょ
き
」
を
見
て

こ
の
映
画
を
見
て
私
は
〝
幸
〟
と
〝
辛
〟

と
い
う
漢
字
を
思
い
ま
し
た
。
横
一
本
の

有
無
で
反
対
の
意
味
に
な
る
幸
と
辛
で

す
。
そ
の
横
一
本
は
今
回
の
映
画
の
よ
う

に
自
分
以
外
の
人
と
の
関
わ
り
だ
っ
た

り
、
自
分
自
身
の
感
情
や
思
い
だ
っ
た
り

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
腹
が

い
っ
ぱ
い
な
時
の
受
け
止
め
方
と
、
お
腹

が
空
い
て
い
る
時
の
受
け
止
め
方
は
違
い

ま
す
。
気
持
ち
は
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
私
は
麦
茶
が
苦
手
で

す
。
で
も
、
ビ
ー
ル
は
大
好
き
で
す
。
同

じ
原
料
を
使
っ
て
い
て
も
、
製
造
方
法
の

違
い
で
飲
め
た
り
飲
め
な
か
っ
た
り
し
ま

す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
人

の
可
能
性
は
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
柔
軟
な
考
え
で

心
豊
か
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川　
久
保　
好
美

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

当
日
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か
ら
の

感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

目
が
見
え
な
い
人
に
と
っ
て
楽
な
誘
導

の
仕
方
な
ど
、
視
覚
障
害
の
方
の
描
写
が

丁
寧
で
、
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
辛
い
境

遇
で
も
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

20
代　

男
性

映
画
を
見
終
わ
っ
た
と
き
、
何
と
な
く

心
が
あ
っ
た
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

毎
日
、
一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
思
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
和
歌
山
の
自
然
は
「
い
い

な
ー
」と
思
っ
た
。
い
い
と
こ
や
な
っ
て
。

50
代　

女
性

和
歌
山
で
の
撮
影
と
い
う
こ
と
で
、
景

色
を
見
な
が
ら
、
ど
こ
か
な
と
観
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
と
の
関
わ
り
、
た

わ
い
な
い
一
言
、
本
当
に
考
え
さ
せ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
よ
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

60
代　

男
性

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
の
日
を
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
す
る

人
権
だ
よ
り
　
149

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

人
権
映
画
会
「
ち
ょ
き
」

な
ど
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
人
権
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

有
田
川
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ

て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁

護
委
員
が
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き
は
、
最
寄

り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所
、
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

大
西　
恭
子
（
井
谷
）

柏
木　
敦
子
（
庄
）

北
林　
利
樹
（
清
水
）

栗
山　
昌
之
（
尾
中
）

髙
居　
涼
子
（
明
王
寺
）

田
又　
和
彦
（
吉
原
）

橋
本　
彰
（
水
尻
）

畑
中　
泰
武
（
小
川
）

堀
内　
尚
視
（
二
川
）

山
口　
芳
子
（
青
田
）

5
月
1
日
現
在　
50
音
順　
敬
称
略

法務省
平成 30 年度

啓発活動重点目標
《世界人権宣言 70 周年》

みんなで
築こう

人権の世紀
～考えよう相手の気持ち

未来へつなげよう
違いを認め合う心～
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福 

祉

◆
◆
◆

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
制
度

町
内
在
住
の
重
度
障
害
者
の
人
に
対

し
、
社
会
参
加
と
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助

成
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
助
成
は
福

祉
タ
ク
シ
ー
券（
年
間
最
大
24
枚
）
を
交
付

す
る
こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
相

当
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お

持
ち
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

②
療
育
手
帳
A
１
・
A
２

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
場
合
に
よ
っ
て
は
助
成
の
対
象
と
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
交
付
枚
数
／
年
間
24
枚

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
／
町
が
指

定
す
る
事
業
所

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／
対
象
と
な
る
障

害
者
手
帳
・
印
鑑

●
申
請
受
付
窓
口
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ

福
祉
課
・
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 30 年 3 月 31 日現在）

人口 26,806 人

男 12,604 人

女 14,202 人

10,574 世帯

交通事故発生件数
（3月中、物損含む）

有田川町 65 件
死者 0人　負傷 7人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

献 

血

◆
◆
◆

５
月
の
献
血

●
５
月
22
日（
火
）

・
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

●
５
月
28
日（
月
）

・
坂
口
製
作
所　

10
時
～
13
時

・
有
田
川
町
役
場
清
水
行
政
局

14
時
30
分
～
16
時

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

募 

集

◆
◆
◆

住
宅
耐
震
診
断
を
受
け
ま
せ
ん
か
？

有
田
川
町
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
耐
震
診
断
事
業
】

●
補
助
内
容

・
木
造
住
宅
／
無
料

・
非
木
造
住
宅
／
耐
震
診
断
費
用
の
３
分

の
２
を
補
助（
上
限
８
万
９
，０
０
０
円
）

●
補
助
対
象
建
物
／
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
建
物

・
有
田
川
町
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
も
の

で
、
申
請
者
が
対
象
の
建
物
を
所
有
し
、

居
住
ま
た
は
居
住
す
る
予
定
で
あ
る
も
の

・
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅（
住
宅
部
分

の
面
積
が
、
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１

を
超
え
て
い
る
も
の
）、
長
屋
ま
た
は
共

同
住
宅

※
非
木
造
住
宅
の
場
合
は
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
の
み
対
象

・
地
上
階
数
が
２
以
下
か
つ
延
べ
床
面
積

２
０
０
㎡
以
下
の
も
の

・
木
造
住
宅
の
場
合
、枠
組
壁
工
法
・
丸
太
組

工
法
・
鉄
骨
造
な
ど
の
混
構
造
・
建
築
基

準
法
旧
38
条
の
認
定
工
法
を
除
き
ま
す
。

※
そ
の
他
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
戸
数
／
30
戸

※
期
間
内
に
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
期
間
内
に
募
集
戸
数
に
満
た
な
か
っ
た
場

合
は
、
定
員
に
達
す
る
ま
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。
こ
の
場
合
、
平
成
30
年
度
の

最
終
締
切
日
は
平
成
31
年
２
月
４
日（
月
）。

●
申
し
込
み
／
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
書
類
を
提
出

・
申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付
場
所
／
吉
備
庁

舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

・
受
付
日
時
／
５
月
１
日（
火
）～
５
月
31
日（
木
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う

※
着
工
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
住
宅
耐
震
改
修
事
業
】

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
い
場

合
に
、
耐
震
設
計
・
改
修（
建
て
替
え
を

含
む
）、
耐
震
ベ
ッ
ド
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

に
対
す
る
補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
。

申
問
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
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各
種
自
衛
官
な
ど
採
用
試
験

●
募
集
種
目
／
自
衛
官
候
補
生

●
申
込
受
付
期
日
／
試
験
日
前
日（
必
着
）

●
試
験
日
／
６
月
23
日（
土
）

●
試
験
会
場
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部
庁
舎

●
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
者

●
試
験
種
目
／
筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
・

社
会
・
作
文
）・
口
述
試
験
・
適
性
検
査
・

身
体
検
査

問
防
衛
省
・
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部 

有
田
募
集
案
内
所
☎
８
２
‐

６
６
３
１（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

潮
光
園
臨
時
職
員
募
集

有
田
周
辺
広
域
事
務
組
合
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
潮
光
園
で
は
、介
護
職
員（
臨
時
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
時
間
・
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
職
務
内
容
／
臨
時
介
護
員（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
潮
光
園
利
用
者
の
介
護
）

●
募
集
人
数
／
２
人

●
雇
用
期
間
／
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で

※
雇
用
期
間
の
更
新
有

●
申
し
込
み
／
随
時
受
け
付
け

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
潮
光
園（
湯
浅
町

湯
浅
２
６
０
０
‐
３
）
☎
６
３
‐
３
３
８
１

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
18
日（
月
）
～

６
月
27
日（
水
）

※
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み

※
郵
送
・
持
参
の
場
合
の
申
込
受
付
期
間

は
６
月
18
日（
月
）
～
６
月
20
日（
水
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

●
第
１
次
試
験
／
９
月
２
日（
日
）

●
試
験
地
／
大
阪
市
な
ど

詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
近
畿
事
務
局　

試
験
第
二
係　

☎
０
６
‐
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

案 

内

◆
◆
◆

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
中

小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
時
点
は
平
成
30
年
６
月
１
日
で

す
。
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
調
査
員
が

連
絡
ま
た
は
訪
問
し
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま
か
ら
の

お
知
ら
せ

果
樹
共
済
は
、
掛
け
金
の
半
分
を
国
が

負
担
し
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
自
然
災
害
な

ど
で
受
け
た
損
害
を
補
て
ん
す
る
公
的
保

険
制
度
で
す
。

●
申
込
受
付
期
間
／
６
月
30
日（
土
）
ま
で

問
和
歌
山
県
農
業
共
済
組
合
中
部
支
所　

☎
６
３
‐
５
１
２
１

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）
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５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

有
田
川
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
97

人
は
「
支
え
あ
う　

住
み
よ
い
社
会　

地

域
か
ら
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
、
安
全
で
安

心
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

多
く
の
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
住
民
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
専
門

機
関
へ
と
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
見
守
り
役

と
し
て
、
定
期
的
な
訪
問
や
、
児
童
の
登

下
校
時
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
い
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
全
の
確
保
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
う
ち
、
担
当
区
域
を
持
た
ず
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担

当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連

編集後記
今月号の表紙は生石高原の山焼き。今年は風が非常に強く、

火の勢いがいつにも増して猛烈…。煙の流れも早く、鮮やか
な橙色が際立っていました。写真を見るよりも実際の山焼き
を見てもらいたい！というのはもちろんですが、少しでも写真
で雰囲気が伝われば幸いです。

さて、まちのわだいでもお伝えをしましたが、広報ありだが
わ４月号が、全国広報コンクールで入選３席（全国４位）にな
りました！全国広報コンクールとは、言うならば広報界の甲子
園…。2017 年中に発行した広報紙が和歌山県広報コンクール

（県予選大会のようなもの）で審査され、各部門１位となった

広報紙だけが、県の代表として全国広報コンクールで審査を受
けることができます。実際の甲子園ほどではありませんが、昭
和 39 年から続くコンクールで、受賞することは全国の広報担
当、そして自治体にとって非常に名誉のあることなのです…！

これも、これまで取材に応じてくださった皆さまや読んでく
れている皆さまのおかげです。ありがとうございます。

わたしとしてもこの入選はとてもうれしいものなのですが、
それよりも、地域の実情や有田川町の文化を知ってもらえる機
会の一つとして、全国に発信できたことを誇りに思う気持ちの
方が強いです。この記事を組んでよかったなあ…。

（今年度もがんばります！西岡紗希）

絡
調
整
や
地
域
の
児
童
委
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
課
題
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
を
は
じ
め
と
し
た
児
童
健
全
育
成
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
律
に

基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

4
月
18
日
（
水
）、
金
屋
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
有
田
川
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
と
民
生
委
員
の
連
携
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
有
田
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
今
後
も
行
政
・
民
生
委
員
が
連
携
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

講演会の様子

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）
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有田川町区長名簿
大字 氏名

天
てん

満
ま

武内　正弘

一
ひと

ツ
つ

松
まつ

平松　優

北
きた

筋
すじ

大原　教司

高
たか

瀬
せ

浅井　誠三

土
は

生
ぶ

林　敏弘

植
うえ

野
の

佐々木　健弘

奥
おき

久壽　勇作

水
みず

尻
しり

森口　保廣

熊
くま

井
い

山尾　和伴

熊
くま

井
い

なぎの里
さと

中嶋　寿

明
みょう

王
おう

寺
じ

宮本　英輝

小
お

島
しま

林　典男

野
の

田
だ

岩尾　雅夫

大
おお

賀
か

畑
はた

岡崎　貞夫

田
た

口
ぐち

山縣　和也

大
おお

谷
たに

井口　拓哉

井
いの

口
くち

西﨑　友紀

賢
かしこ

三木　辰弥

田
た

角
ずみ

刀祢　洋

長
なが

谷
たに

岩祖　敏昭

船
ふな

坂
さか

嶋田　悦也

出
いで

嶋田　臣吾

尾
お

中
なか

櫻井　重和

角
すみ

光定　久和

長
なが

田
た

福原　淳

上
かみ

中
なか

島
しま

小笠原　崇

庄
しょう

一
いち

玉置　博行

大字 氏名

庄
しょう

二
に

水口　洋志

垣
かい

倉
ぐら

溝上　正

畑
はた

浦
うら

溝上　和美

東
ひがし

丹
にゅ

生
うの

図
ず

籔田　和成

西
にし

丹
にゅ

生
うの

図
ず

小山　泰弘

吉
よし

見
み

林　佳孝

下
した

徳
とく

田
だ

榎本　聖

上
うえ

徳
とく

田
だ

中石　米造

奥
おく

徳
とく

田
だ

大松　豊富

秋
あき

葉
ば

田中　康弘

吉
よし

原
はら

向井　清

糸
いと

川
がわ

經田　和德

修
す

理
り

川
がわ

新田　清

宇
う

井
い

苔
ごけ

林　重治

松
まつ

原
ばら

和田　一夫

歓
かん

喜
ぎ

寺
じ

有木　茂生

伏
ぶ

羊
よう

川口　良樹

吉
よし

田
だ

山下　時克

小
お

川
がわ

福
ふく

井
い

丸山　倫生

小
お

川
がわ

上
うえ

野
の

小畑　泰雄

小
お

川
がわ

中
なか

村
むら

仁木　靖夫

小
お

川
がわ

丹
たん

波
ば

立垣　善典

中
なか

野
の

和泉　保廣

市
いち

場
ば

小澤　昌巳

中
なか

井
い

原
ばら

垣内　邦夫

金
かな

屋
や

岡田　眞道

長
は

谷
せ

川
がわ

古家　名

大字 氏名

岩
いわ

野
の

河
がわ

出雲　一良

川
かわ

口
ぐち

源出　東洋士

谷
たに

宮﨑　正嗣

立
たて

石
いし

野尻　勇

彦
ひこ

ケ
が

瀬
せ

出水　勝

瀬
せ

井
い

谷口　智博

畦
あぜ

田
た

松浦　敏弘

西
にし

ケ
が

峯
みね

上
かみ

上松　悦夫

西
にし

ケ
が

峯
みね

下
しも

若林　康信

中
なか

山口　和巳

中
なか

峯
みね

川村　哲夫

本
ほん

堂
どう

岡本　勝行

有
あり

原
はら

斯波　吉弘

青
あお

田
だ

山口　利治

沼
ぬた

田
だ

米田　好伸

延
のぶ

坂
さか

上続　公夫

西
にし

薗
ぞの

古田　泰隆

尾
おの

上
うえ

中山　哲夫

小
お

原
はら

松山　勝

生
お

石
いし

前田　忠久

丹
に

生
う

井爪　貞雄

糸
いと

野
の

中北　多喜男

下
しも

六
むつ

川
がわ

上門　重德

釜
かま

中
なか

水本　敏夫

黒
くろ

松
まつ

芝　久生

上
かみ

六
むつ

川
がわ

中畑　喜次

西
にし

上野　博行

大字 氏名

粟
あ

生
お

南　節夫

中
なか

原
はら

谷脇　史一

川
かわ

合
い

向井　清雅

二
に

澤
さわ

東本　匡弘

北
きた

野
の

川
かわ

大前　末弘

三
み

瀬
せ

川
がわ

峯北　展彰

東
ひがし

大
おお

谷
たに

前北　一夫

二
ふた

川
がわ

浦西　幸良

日
ひ

物
もの

川
がわ

柿原　勉

境
さかい

川
がわ

山本　賢太

楠
くす

本
もと

竹上 昌宏

沼
ぬま

伊澤　頼宣

遠
と

井
い

柳生　総五

三
み

田
た

安井　督

宮
みや

川
がわ

谷口　和弘

大
おお

蔵
ぞう

硲　良明

清
し

水
みず

小向　光行

久
く

野
の

原
はら

宮本　一彦

下
しも

湯
ゆ

川
かわ

中西　理

上
かみ

湯
ゆ

川
かわ

山田　幸三

井
い

谷
だに

中井　清健

板
いた

尾
お

東田　道直

杉
すぎ

野
の

原
はら

保田　富二

押
おし

手
で

中野 裕示郎

沼
ぬま

谷
たに

中植　正富

【平成 30 年 4 月 1 日現在】
 ※敬称略

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）



広報ありだがわ　2018.523 広報ありだがわ　2018.5

5月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土 日
1
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

2
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3　憲法記念日

□フリーマーケット
（ALEC）【ALEC】

4　みどりの日

□絵本作家山本孝さ
んとこいのぼりを
つくろう！

（ALEC）【ALEC】

5　こどもの日

□はたらくクルマ大
集合！ in ALEC

（ALEC）【ALEC】

6

7 8
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

9
□３歳６カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

10 11
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□集団検診
（粟生小学校体育館・
五郷生活改善センター）

【健康推進課】

12
□おはなしマラソン
（ちいさな駅美術
館・金屋図書館）

【町内各図書施設】

13
□集団検診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

14
□集団検診

（楠本区民センター・境
川コミュニティセンター）

【健康推進課】

15
□吉備地区
　戦没者招魂祭

（きびドーム）
【やすらぎ福祉課】

16
□１歳６カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

17
□ブックラザ
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

18 19 20
□よみきかせ隊　

体験講座
（ALEC）【ALEC】

□集団検診
（清水保健センター）
【健康推進課】

21
□ぴありんくる

（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

22
□４カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□献血
（金屋庁舎）
【健康推進課】

23 24
□ブックラザ

（ちいさな駅美術館）
【町内各図書施設】

25
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

26
□うつみのりこさん

と一緒にモビール
を作ろう♪

（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】

27
□集団検診

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

28
□いきいき脳の健

康教室
（清水会館）
【地域包括支援センター】

□献血
（坂口製作所・清水行政局）
【健康推進課】

29 30 31
□軽自動車税納期限
【税務課】

□第 1期固定資産
税納期限

【税務課】

6/1
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2 3

4 5
□集団検診
（大谷公民館・水
尻公民館）

【健康推進課】

□平成 30 年第２回
　定例会本会議
【議会事務局】

6
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7

毎週金曜日
　□消費生活相談
　　（第一金曜日：清水行政局、それ以外：金屋庁舎）
　　【商工観光課】

□２歳児健診
　（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□ブックラザ
　（ちいさな駅美術館）【町内各図書施設】
□水道・下水道料金お支払い期限
　【水道課・下水道課】
□さわやかサークル
　（金屋文化保健センター）
　【地域包括支援センター】
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い
が
割
れ
や
す
く
、
打
撃
を
加
え
る
と
割
れ
口
が
刃
の
よ
う

に
す
る
ど
く
尖
る
こ
と
か
ら
石
器
作
り
に
最
適
な
石
材
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
近
畿
地
方
で
発
見
さ
れ
る
石
器
の
多
く
は

二
上
山
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々

は
石
器
の
原
料
を
求
め
て
広
範
囲
に
移
動
や
交
流
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

土
生
池
遺
跡
と
同
じ
く
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
藤
並
地

区
遺
跡（
天
満
・
土
生
・
明
王
寺
・
水
尻
）、
野
田
地
区
遺
跡

（
野
田
）、
鷹た

か

巣の
す

池い
け

遺
跡（
徳
田
）か
ら
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、

地
形
的
に
安
定
し
、
狩
り
の
獲
物
を
探
す
の
に
便
利
な
小
高

い
台
地
に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
藤
並
地
区
遺

跡
で
は
、
小
川
の
近
く
で
石
器
を
製
作
し
て
い
た
痕
跡
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
石
器
を
作
り
な
が
ら
水
辺
に
集
ま
る
動
物

を
狩
猟
し
て
い
た
当
時
の
暮
ら
し
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
器
は
、
有
田
地
方

最
古
の
道
具
と
し
て
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

土
生
池
遺
跡
の
石
器
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
展

示
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
館
の
際
は
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

有
田
川
町
に
人
々
が
暮
ら
し
始
め
た
の
は
何
年
前
の
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
資
料
が
町
内
の
遺
跡
か
ら
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
の
石
の
道
具
も
そ
の
一
つ
で
す
。
こ
の
石

の
道
具（
石
器
）は
、
土は

生ぶ

池い
け

遺
跡（
有
田
川
町
土
生
）か
ら
発
見
さ

れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
大
き
さ
は
５
．７
㎝

あ
り
、
翼
の
よ
う
な
特
徴
的
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
約
３
万
年
前
以
降
に
日
本
で
発
達
し
た
石
器

で
す
。
土
生
池
遺
跡
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
原
料
と
な
る
石
の
形

を
割
り
整
え
て
、
形
の
定
ま
っ
た
石
の
剝は

く

片へ
ん

を
連
続
し
て
作
り
、

同
じ
よ
う
な
形
や
大
き
さ
の
石
器
を
量
産
す
る
技
術
が
発
達
し
た

段
階
の
も
の
で
、
約
２
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
の
石
器
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
土
生
池
遺
跡
と
同
じ
よ
う
な
形
の
石
器
は
、
近
畿

地
方
や
中
国
地
方
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
人
々
の
移
動
に
伴

っ
て
石
器
を
作
る
技
術
が
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
土
生
池
遺
跡
の
石
器
の
特
徴
と
し
て
石
の
材
質
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
呼
ば
れ

る
安
山
岩
の
一
種
で
、
大
阪
府
と
奈
良
県
の
境
界
に
位
置
す
る
二に

上じ
ょ
う

山ざ
ん

で
産
出
し
た
も
の
で
す
。
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
二
上
山
の
活
動

で
で
き
た
火
山
岩
で
、
黒
い
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
性
質
を
も
ち
、
硬

そ
の
70

有
田
地
方
最
古
の
道
具

土生地遺跡出土　ナイフ形石器

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告


